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野田市郷土博物館・市民会館 

令和 3年度第 2回博物館懇談会議事録 

 

日時：令和 4年 3月 18日（金）17時～18時 50分 

場所：野田市郷土博物館 1・2階展示室、野田市市民会館 市民つどいの間 

出席者：博物館懇談会委員・飯野きみ子、小川恵美、沼野秀樹、横川しげ子、米

川幸克。郷土博物館・杉山一男、柏女弘道、寺内健太郎、奥村麻由美、後藤智輝

（書記） 

議題： 

１．企画展「世界が尊敬する忍者−武神館宗家 初見良昭の足跡をたどる−」に

ついて 

博物館展示室にて柏女学芸員より展示解説を行った（議事録省略）。 

 

２．常設展について 

博物館展示室にて寺内学芸員より展示解説を行った（議事録省略）。その後、市

民会館市民つどいの間に移動し、意見交換を行った。 

○意見交換 

杉山：意見交換ということで、先程展示室で説明したように常設展を変えたいと

考えております。私どもで案を作成し、教育委員会の承認を得て来年度中に展

示替えをしたいという相談をしようとしているところであります。 

常設展というのは難しいところがありまして、一度展示すると固定化する傾

向がございます。長い間固定化されていると、地元の方は一度見てしまうと繰

り返し見に来ない。かといってそういうもの（常設展）を置いておかないと市

外から来た人たちが野田市の歴史を見るにあたって市のことを理解してもら

えないということになります。企画展と常設展をうまく交互にやりながら工夫

しているのが現状ですが、私どもの評価としては、常設展のほうは固定化しす

ぎている、ちょっと偏っているかなと思っています。    

偏っているのはテーマも、時代も、あと地域もと、このように考えておりま

す。皆様の忌憚のない意見を頂戴したいと思っております。よろしくお願いし

ます。それでは順番に伺っていきます。 

 

委員：辛口な意見となってしまうが、題の「野田に生きた人々その生活と文化」

と展示があっていない。まず一番の醤油の展示自体はすごく良いと思うが、い

きなり醤油が始まっている。私たちからすればなぜ野田で醤油が始まったの

というのからきてとなればよいがいきなり醤油になっている。河岸などの事

が書いてあるので、よく読めば野田で小麦、塩、大豆など物流が集まる、ちょ
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うど良い場所という事が少し書いてあるが、もったいない。（理由を）大きく

説明して、だから野田で醤油が始まったという流れで入っていけば良いと思

う。 

あと野田という集合体が、梅郷とか川間とかが集まって野田市になったとい

うのが少ししか書いていない。野田の成り立ち自体が、ほとんど何も書いてな

いのは、野田の私たちの暮らしとして説明するのならちょっと欠落していると

感じた。 

  やはりあの広さでどうこうするとなると固定化してしまうのはよくわかる

が、もう少し説明があったほうが良いと感じた。 

 

委員：やはりお醤油メインというのはわかるが、先ほど最後に関宿も合併したと、

（お話していたので）関宿でのメインとなる、鈴木貫太郎なども入るとよいの

ではないか。 

 

委員：お醤油のことはとても興味深く見ることができた。（その中で）たとえば

ものしりしょうゆ館では何を見せているかというところを考え合わせ、別の

視点で醤油がみられる、髙梨家（上花輪歴史館）や茂木家（茂木本家美術館）

などと（各展示）重ならないようにして、意味合い、役割を別にして（みたら

どうか）。また関宿の博物館もありそれぞれの役割がはっきりして、野田全体

の中の博物館をすべてめぐっていくと関連してダブりがなく一つのストーリ

ーとして生きるとよいと思う。その中に中央小の史料館も入れていただけた

ら。モノ自体は非常に興味深いため、流れを作るとお客様としては楽しめるの

かなと思う。 

 

委員：私は（旧関宿町の）二川で生まれて二川で育って今も同じところに住んで

いる。二川は二つの川に挟まれた地域だったのでそのような名前が付いたと

聞いている。野田醤油、キッコーマン醤油のここまで成長した陰には原料であ

る小麦などが（川を使用し、船で）運びやすい、あるいはできた製品を東京の

ほうにそれぞれ運べるというのがある。小さいときは高瀬船をたくさん見た。

地の利と言うか、非常に恵まれていたということも、また作物を作る農家の方

たちの思いというのもあったと思う。 

私の叔父叔母たちも、皆野田に住んでいた。遊びに行くと、先ほど見せてい

ただいた樽があった。こんなに樽屋さんが多く、作っている方がいると小さい

時の驚きであった。あと（展示室に）高瀬船の模型があった。実際の大きさは

いろんな大きさあったと思うが、どれくらいの大きさかと、縮尺が分かれば良

い。 
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委員：皆様の言う通りだが、昔私が小学校の頃見た時はおそらく企画展とかやっ

ていなかった。1、2 階が完全に常設展で、今桜田先生の絵が飾ってあるとこ

ろに醤油を絞る機械、おそらくいま外に飾っている機械があったように記憶

している。記憶がちょっと薄いが、あと高瀬船は覚えている。2階だけの常設

展で限られている中でやるというのは難しいかもしれないが、お話にもあっ

た考古学、やはり（ミミズク型土偶のキャラクター）ミミーを推しているので、

ミミーなり土器なり埴輪なりが子供たちの興味をひいたりするのではないか。

昔は 1階にあったが、今は 2階にしか展示できないため厳しいか。 

あとは皆お話していた地域について、今の野田市ができていった地域性、旧

野田町はざっくり言えば天領であり、関宿地区は城下町である。そのような成

り立ちの違いも表現すると、子供たちの興味がいろんな方向に向くのではない

かと思う。 

 

杉山：ご意見を伺って、学芸員のほうでは何か。 

 

寺内：考古の方ではやはり、来た人もミミーの実物はどこにあるかなと（話があ

る）。少なくとも考古は（必要である）。通史では時代順で濃淡は出てくると思

うが、なるべく一通りどうやって出すか考えていく。 

野田も、いろいろな野田がある。その中でもちろん醤油も大事だが、検討し

ていく。 

 

柏女：どうしてもスペースで 2 階だけとなると限られていて、我々も紙面上で

考えていてもどう考えても入らないだろうというような話がある。また常設

展の名の通りなんとなく固定してしまうのもある。しかし固定するだけでな

く少しは資料を入れ替えられるようなものができないかと（考えている）。い

わゆる骨子は変えないのだが、実際置いてあるものは少しずつ手を入れて変

えられるようにすればより多くの物が常設展という名前の中でも出せると考

えている。作って終わりではなくて、つくった後いろいろわかってくることも

あるかと思う。いっぺんに出せないものは順番に出してみるなど、できたらな

と思っている。 

 

杉山：お話しいただいたように周辺の展示施設とどういう役割分担をするか、役

割分担というのはなかなか難しい。ものしりしょうゆ館などの展示を見て関

連性のなかで当館の展示が見ることができるようにすることも必要なのかも

しれない。あと貫太郎の展示など（当館には）現在全くない。確かに記念館が
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あるのだけれどもそれでいいかという話はあると思う。やはり導入部分でも

作っておいて、より詳しくは記念館に行くなど連携してやっていく必要があ

る。ここにきて何にもないというのは寂しい。特に関宿関係がほぼ欠落してい

るのでそこはまずいだろうとそういう話にはなっている。 

そういった意味も含めて地域性をもう一回見直したい、その節はご意見をよ

ろしくお願いしたいと思う。 

 

３．新型コロナウイルスの影響について 

杉山：新型コロナウイルスの影響については、蔓延防止がいろいろ伸びた関係で

開館自体は影響がさほどなかったが、事業系のものは中止になるものが多か

った。3月中に予定していたキャリアデザインの講演会と、特別展の関連事業

で桃を見る、清水公園周辺の周りを歩く事業を計画したが中止になった。 

市民会館の利用状況でも規制が入り、使い勝手が悪くなっている。（利用者

の方々には）今も引き続きご協力いただいているような状況である。このあと

3月いっぱいまで、21日でまん延防止が終わるが市としては 3月 31日まで現

状維持するという考えで動いていたため変更がない限り部屋利用その他につ

いても今の状態が続く予定である。 

 

 

４．現指定管理期間事業の総括及び来年度以降の事業計画について 

杉山：現指定管理期間事業の総括ということで、皆様は（前指定管理者である）

文化広場（の頃）から見ていただいていると思うので、（コロナなどで制約は

あったが）お気づきの点があればご指摘いただけたらありがたい。昔に比べて

何かあるか。 

委員：前にお月見の会があったが、風情がありとてもよかった。 

 

杉山：前の指定管理者は、人を集める事業について観月会、寺子屋など自主事業

をいろいろやっていた。寺子屋については継承して 2回ほど（実施した）。 

 

柏女：半年くらい。（2019年の）7月から 2月くらいまで、その後すぐコロナに

なってしまった。 

 

杉山：そのあとすぐコロナになってしまい、（会場となる市民会館の）定数がだ

いぶ絞られてしまった。十数名しか入らないところに我々スタッフと先生が

入り受講生、いわゆる 4,5 人くらいの規模になってしまう。そういうこともあ

り企画を立ててもそれほど効果がないだろうということで、やめるというこ
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とで総括した。観月会についても我々として企画は立てなかった。さらに他に

変わったことといえば、ミュージアムコンサートとか、山中直治関係とか歌う

事業は厳しい。人を集めるということは今後も検討していくが観月会という

形ではやらないことになると思う。 

今のところ、その次の来年度以降の事業計画については、展示事業について

は今まで通りの年 4 回の、特別展と企画展 3 回というようなことで計画して

いる。そのほかは、学校支援に力を入れていきたいと思っている。子どもたち

が遠くでなかなか来られないためである。中央小以外の小学校全校を回り、縄

文の（パネル）展示を開催した。さらに特別展関連事業として岩名中と北部中、

岩木小と北部小と清水台小に桃の（パネル）展示を開催した。来年度は古墳時

代の展示をパネルで一年間かけて小学校全校回る事を計画している。中央小は

当初博物館から遠い小学校を想定していたため外してしまっていたが改めて

実施したい。 

来年度以降学校支援という形で（上記を）計画しているほかに、学校の郷土

の展示室関係も協力したい。中央小が立派な百年記念館を持っているが、他に

も郷土資料室、記念室を持っているところは多い。いわゆる中央小のように運

営組織がしっかりしていないとやったきりで終わってしまい物置化している

場合もある。そういった中で 150 周年を契機にいろんな事業計画がある学校

の中で、今のところでいえば東部小と話をしながら郷土史が勉強できて少し子

供たちが集まるようなというような部屋を設ける事を調整しながらやってい

るところである。来年東部小では 11 月 19 日に 150 周年の式典を計画してい

るとのことで、それまでに開室を協議しながらやっていく。そのほかに今回来

年度に向けて新しい印刷機を入れた。A3 の二つ折りの冊子がステープラー付

きで出てくるなど高性能のため、小学校向けの学習に役立つような資料をつく

り、現時点で行った縄文と古墳の展示内容を冊子にして小中学校に配布すると

いった計画を立てている。そのほか今まで通り勾玉体験なども継続していく。 

あとはネットワーク事業として市内の近隣の博物館、類似施設などとネット

ワークを作っている。4月 1日にホームページのリニューアルに伴い、ネット

ワークのページを作り、各館の紹介できるような形にした。 

（ネットワークでの）事業としては４月１日付けで今まで出せなかった市内

の散策マップをホームページ上で公開する。もとは冊子を作製予定であったが、

まだものしりしょうゆ館が休館しているため、とりあえずホームページにだす

ことにした。その際マップをもとに「にっぽん風景なび」というスマホ対応の

アプリを一緒に公開する予定である。 

 

寺内：（にっぽん風景なびは）スマートフォン用のアプリで地図があり、中を押
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すと施設の写真やその場所の昔の古写真の資料を公開するような形である。

アプリ自体はほかの自治体ですでに使われており、それに乗っかるような形

である。グーグルやアップルの方でダウンロードできて、十数か所の地域で見

ることができるがこれに野田も加わる。地域の今の姿と昔の姿を対象に、一緒

に比べて見られるような形のものとして公開を目指している。散策マップの

方を、タイトルが『野田市今昔お散歩マップ』という名前にしたのは昔の写真

とかも併せて載せるような散策マップにしようとした経緯がある。ただ（今昔

マップを）作っていく中でいろいろ載せきれない部分が結構出てきて、そうい

うのを補完するような形で、導入しようということになったという次第であ

る。 

 

杉山：4月 1日にホームページ上に出るためご関心あればご覧いただきたい。併

せてネットワーク事業として 5 月末くらいに清水公園の周辺を、マップを使

いながら周るような事業を計画している。 

他に大きなものとしては山中直治関係について、来年度の 3 月欅のホール

を使って展示を欅のホールのギャラリーで開催すると同時に博物館の学芸員

の講演なども組み込み、さらに山中直治を歌う会のコンサートを一緒に行える

ような計画を進めている。その中でも中央小と南部小はゆかりの学校なので、

できるだけ交流を深めたいと直治を歌う会も話しており、来年の 4 月以降学

校と相談しながら合唱部と交流をもって、もし日程が可能であれば合唱部を招

待して 1 曲でも 2 曲でも歌ってもらえればと考えている。あとは中央小の何

らかの授業の時に歌う会が歌わせてもらったり学芸員が山中直治とはどうい

う人であったかという内容の話でもさせていただければありがたいと思って

いる。これらについては各学校とこれから交渉したいと思っている。 

あと自主事業としていままで茶道関係のイベントを計画していたが、コロナ

の関係で断念していたため、来年度は委託事業として呈茶席をやりたいと思っ

ている。そのほか自主事業としてお茶に関連するものをやりたい。 

あとは博物館に来館された方が（ミュージアムグッズを）記念に買っていく

というのも多く、今のところクリアファイルとかミミーの缶バッジが売れてい

る。今後はよりグッズを開発して販売もやっていきたいということで、今のと

ころ一筆箋などを検討している。そういったことを来年度の大まかな事業とし

て今のところ考えている。 

 

奥村：来年度 4 月からの展示で、刀剣展のチラシを皆さんご覧いただいたと思

うが、市民コレクションということで野田市美術刀剣会の方にご協力いただ

いて刀剣の展示を実施予定である。刀剣は環境状態というのがあるため少し
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短い 1 か月半、2 か月にちょっと足りないくらいの開催期間で 5 月末までに

なる。市民コレクション展としての刀剣展は 4 回目になり、今回は刀の本数

自体は前回よりは減るがその分刀剣会の方曰くグレードアップした格の高い

刀が並ぶということである。もう一つの目玉としては刀装具、鍔とか目貫とか

金細工とか象嵌というものがすごく細かくて、刀だけでなくこれらも見ても

らいたいということで、虫眼鏡みたいなものを用意して、こういう風に見える

というような（形で展示を行う）。小さいものになるのでガラス越しで見ると

なかなか面白くないと思うのでちょっと近くで見られるような展示の工夫を

考えている。それと、特別展示として今回野田市所蔵の鈴木貫太郎の刀を、1

コーナーにはなってしまうが一緒に展示する。郷土の人物ということで刀を

通して興味を持っていただけたらといった展示にしたいなと企画している。

もしお時間よろしければぜひ来ていただきたい。 

 

杉山：あとは関連事業でいくつか、特に日本刀実物触らせるというようなのも企

画した。めったに持つ機会もないと思うので、ご関心があればぜひ。 

 

柏女：さっき話した屋根の関係で、来年度は展示が今のところ計画しているのが

2つ、刀剣展が終わったらそのあと生活文化展をやる。 

ホームページのリニューアルを計画しているが、一つリニューアルにあたっ

て変えようと思ったのがある。市民会館が見学施設だということがなかなか周

知されていない。我々もホームページで発信をしていない。貸部屋として発信

はしているが、大正時代のお屋敷ということで、見れますよということをわか

るような、そういう作りにホームページもしていこうかなと。市民の室礼のサ

ークルの方々が飾り付けをして、今もひな人形出ているが、それが楽しみで来

てくれている人もいる。四季折々の庭の花があったりと、見る場所としてとい

うのもホームページで出していけたらと考えている。 

 

杉山：観光資源として来て、感動してくれる人は結構いる。ところが今まではア

ピールが足らなかったかなと。玄関の松もどうにかもったようなので、かなり

の補強をして、見栄えは賛否分かれるかと思うが頑張っていただきたいと。 

あとは前にもお話したかもしれないが、四季折々きれいにみられるような形

に工夫していきたい。 

来年度の計画は以上である。 

 

５．その他 

委員：ホームページを見せていただき、その中に縁結び大学というのがあるが、
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どのようなものか。 

 

寺内：縁結び大学という、デートプランなどを運営している会社からそちらの博

物物館でも（掲載は）どうですかと、宣伝みたいな形でという話があった。調

べるとほかの地域の博物館なども掲載している。この際一つ良いかなと。カッ

プル向け、ご夫婦向けにといった目線で来てもらってという形である。中の文

章は向こうのライターが書いているので、こちらは情報を提供して向こうで

まとめたのを載せているという形になる。あとはどれだけ見てくれるかだが、

いろんな人に来てもらうのも一ついいのかなと（といった考えである）。和室

もあるし、お散歩にも良いしということで出してもらったという形。実際あれ

を見てどれほど来ているかはわからない。 

 

委員：コスプレは来ているか。 

 

寺内：撮影地としては来ている。貸部屋を利用してもらっている。 

 

委員：花ファンタジアもやっている。 

 

委員：市民会館は庭も素敵だ。 

 

杉山：フィルムコミッションもいくらか声がかかっている。しかしなかなか条件

が一致せず実現までそうはいかない。この 3月でも 2，3件あった。うまくい

かないところもあるが。 

寺内：ドラマの撮影は、向こうがどう使いたいかもあるので、なかなか難しいと

ころもある。 

 

杉山：年度終わりましたので、新年度もまた（可能であれば）引き続きお願いし

たいと思いますので、よろしくお願いします。 


